
Ｂ
Ｃ
Ｒ
を
土
台
と
し
て 

追
加
的
な
資
本
を
賦
課
す
る

２
０
０
８
年
の
金
融
危
機
を
受
け
、

Ｇ
20
お
よ
び
金
融
安
定
理
事
会

︵F
inancial Stability B

oard

：
以

下
、﹁
Ｆ
Ｓ
Ｂ
﹂︶
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機
関

︵S
ystem

ically Im
portant F

i-
nancial Institutions

：
以
下
、﹁
Ｓ   

Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
﹂︶
を
特
定
す
る
作
業
を

開
始
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
︵
注
２
︶
に
関
し
て
は
、

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
内
に
お
い
て
各
国
の
保
険

監
督
当
局
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
、
13
年
に
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
の

選
定
手
法
、
お
よ
び
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ

に
対
す
る
政
策
措
置
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

13
年
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
に
対
す
る

政
策
措
置
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ

ｓ
に
対
し
て
推
奨
し
て
き
た
政
策
措

置
と
平
仄
が
合
っ
た
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
①
監
督
の
強
化
、
②
実
効
的

な
破
綻
処
理
制
度
の
整
備
、
③
Ｈ
Ｌ

Ａ

―
と
い
っ
た
政
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
に

お
い
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
具
体
化
作
業
が
始

ま
り
、
簡
易
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
統
一

的
な
基
礎
的
資
本
要
件
︵B

asic 

C
apital R

equirem
ents

：
以
下
、

﹁
Ｂ
Ｃ
Ｒ
﹂︵
注
３
︶︶
が
14
年
10
月

に
開
発
さ
れ
た
。
今
般
公
表
さ
れ
た

Ｈ
Ｌ
Ａ
は
、
こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｒ
を
土
台
と

し
て
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
に
追
加
的
な

資
本
を
賦
課
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
の
前
提
と
な
る 

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
考
え
方

今
回
公
表
さ
れ
た
文
書
で
は
、
Ｈ

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
の
概
要

⑴
基
本
的
算
定
式

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
は
、
基
本
的
に

３
段
階
構
造
に
な
っ
て
い
る
︵
図
表

１
︶。
３
段
階
と
は
、
①
Ｂ
Ｃ
Ｒ
を

計
算
す
る
︵B

C
R
2014

︶︵
注
４
︶、
②
Ｂ

Ｃ
Ｒ
を
各
国
の
現
行
の
健
全
性
規
制

水
準
と
同
程
度
に
な
る
よ
う
に
調
整

す
る
︵
引
き
上
げ
る
︶︵B

C
R
ア
ッ
プ
リ
フ

ト

︶、
③
前
記
②
を
土
台
と
し
て
そ
れ

に
上
乗
せ
す
る
か
た
ち
で
Ｈ
Ｌ
Ａ
を

賦
課
す
る
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）

―
で
あ
る
。

こ
の
３
段
階
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険

業
務
と
Ｎ
Ｉ
に
分
割
し
て
計
算
さ
れ

る
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
を
土
台
と
す
る
の
は
、

現
状
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
の
所
在
す
る

各
国
の
健
全
性
基
準
が
比
較
可
能
な

も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
出

発
点
と
し
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
を
賦
課
す
る
と

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
間
で
公
平
な
対
応
と

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
現
在
、
Ｇ

－

Ｓ

Ｉ
Ｉ
ｓ
も
含
め
た
国
際
的
に
活
動
す

る
保
険
会
社︵Internationally A

c- 
tive Insurance G

roups

：
以
下
、

﹁
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｇ
ｓ
﹂︶
に
対
す
る
国
際

的
に
統
一
的
な
健
全
性
基
準
︵In-

surance C
apital Standar d

：
以
下
、

２
０
１
５
年
10
月
５
日
、
保
険
監
督
者
国
際
機
構
（International Association of Insurance 

Supervisors

：
以
下
、「
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
」）
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
保
険
会
社
（G

lobal 
System

ically Im
portant Insurers

：
以
下
、「
Ｇ

－
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
」）
に
対
す
る
資
本
上
乗
せ
基
準

（H
igher Loss Absorbency

：
以
下
、「
Ｈ
Ｌ
Ａ
」）
に
関
す
る
枠
組
み
を
発
表
（
注
１
）
し
た
。
そ

の
後
、
ト
ル
コ
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
ア
ン
タ
ル
ヤ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
、
こ
の
枠
組
み
は
各
国
の
合
意
を

得
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
枠
組
み
の
概
要
を
紹
介
し
、
現
下
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
が
注
力
し
て
い
る
Ｇ

－

Ｓ

Ｉ
Ｉ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
状
況
に
つ
い
て
も
概
観
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
意
見
は
執
筆
者
ら

の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
必
ず
し
も
金
融
庁
の
公
式
的
な
見
解
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
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Ｌ
Ａ
の
具
体
的
な
枠
組
み
の
前
に
、

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス

ク
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
基
本
的

な
考
え
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

①
保
険
に
関
す
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・

リ
ス
ク
を
評
価
す
る
際
に
は
、
伝
統

的
な
保
険
業
務
（Traditional In-

surance

）
と
銀
行
業
務
の
違
い
が

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

②
伝
統
的
な
保
険
業
務
が
シ
ス
テ
ミ

ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
発
生
さ
せ
た
り
、

助
長
し
た
り
す
る
と
い
う
証
拠
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

③
非
伝
統
的
保
険
業
務
（N

on-
Traditional Insurance

：
以
下
、

「
Ｎ
Ｔ
」）
と
非
保
険
業
務
（N

on-
Insurance

：
以
下
、「
Ｎ
Ｉ
」）
は
、

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
発
生
・

助
長
さ
せ
う
る
。

④
保
険
会
社
の
活
動
は
、
市
場
下
落

へ
の
対
処
（
投
売
り
）
や
予
期
せ
ぬ

解
約
等
と
い
っ
た
特
殊
な
状
況
下
に

お
い
て
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク

を
助
長
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
の

枠
組
み
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お

り
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
資

本
賦
課
の
方
法
で
は
伝
統
的
保
険
業

務
よ
り
も
Ｎ
Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
部
分
に
よ
り

多
く
の
賦
課
が
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
の
概
要

⑴
基
本
的
算
定
式

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
は
、
基
本
的
に

３
段
階
構
造
に
な
っ
て
い
る
︵
図
表

１
︶。
３
段
階
と
は
、
①
Ｂ
Ｃ
Ｒ
を

計
算
す
る
︵B

C
R
2014

︶︵
注
４
︶、
②
Ｂ

Ｃ
Ｒ
を
各
国
の
現
行
の
健
全
性
規
制

水
準
と
同
程
度
に
な
る
よ
う
に
調
整

す
る
︵
引
き
上
げ
る
︶︵B

C
R
ア
ッ
プ
リ
フ

ト

︶、
③
前
記
②
を
土
台
と
し
て
そ
れ

に
上
乗
せ
す
る
か
た
ち
で
Ｈ
Ｌ
Ａ
を

賦
課
す
る
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）

―
で
あ
る
。

こ
の
３
段
階
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険

業
務
と
Ｎ
Ｉ
に
分
割
し
て
計
算
さ
れ

る
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
を
土
台
と
す
る
の
は
、

現
状
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
の
所
在
す
る

各
国
の
健
全
性
基
準
が
比
較
可
能
な

も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
出

発
点
と
し
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
を
賦
課
す
る
と

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
間
で
公
平
な
対
応
と

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
現
在
、
Ｇ

－

Ｓ

Ｉ
Ｉ
ｓ
も
含
め
た
国
際
的
に
活
動
す

る
保
険
会
社︵Internationally A

c- 
tive Insurance G

roups

：
以
下
、

﹁
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｇ
ｓ
﹂︶
に
対
す
る
国
際

的
に
統
一
的
な
健
全
性
基
準
︵In-

surance C
apital Standar d

：
以
下
、

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｓ
﹂︶
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
が
完
成
し
た
あ
と

に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
が
Ｂ
Ｃ
Ｒ
に
取
っ
て

代
わ
り
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
土

台
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

⑵
Ｂ
Ｃ
Ｒ
の
引
上
げ

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
14

年
と
15
年
の
２
度
に
わ

た
っ
て
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ

か
ら
デ
ー
タ
の
提
出
を

受
け
て
い
る
。
各
国
の

現
行
の
健
全
性
基
準
は
、

前
述
の
と
お
り
個
別
に

は
比
較
可
能
で
は
な
い

も
の
の
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ

ｓ
︵
９
社
︶
に
お
け
る

各
国
の
健
全
性
基
準
で

求
め
ら
れ
る
所
要
資
本

額
を
合
計
し
て
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
の
Ｂ
Ｃ
Ｒ
合

計
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

前
者
が
後
者
の
１
３
３

％
で
あ
る
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
原
則
、
各
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
は
自
ら
の
Ｂ

Ｃ
Ｒ
を
ま
ず
は
１
・
33

倍
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
う
し
た
操

作
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
比
較
可
能
な
Ｂ

Ｃ
Ｒ
と
い
う
計
算
手
法
で
、
各
国
に

お
け
る
現
行
の
健
全
性
基
準
の
水
準
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〔図表１〕 ＨＬＡの３段階の構造

（出所） 　注１のＵＲＬ参照。図表２、３も同じ。

BCR+HLA
所要資本 

合計
現行の 

健全性基準
の水準と 

同等

ＨＬＡ

ＢＣＲ2015

ＢＣＲアップリフト

ＢＣＲ2014

ＨＬＡ保険 ＨＬＡ非保険＋

アップリフト 
（引上げ）保険

アップリフト 
（引上げ）非保険

＋

ＢＣＲ2014保険 ＢＣＲ2014非保険＋



と
実
質
同
程
度
の
所
要
資
本
額
を
求

め
、
そ
の
後
の
上
乗
せ
で
あ
る
Ｈ
Ｌ

Ａ
が
公
平
に
計
算
で
き
る
土
台
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
Ｎ
Ｉ
部
分
に
含
ま
れ
る

規
制
銀
行
業
務
に
関
し
て
は
、
右
記

と
異
な
る
計
算
が
適
用
さ
れ
る
。
規

制
銀
行
業
務
に
関
し
て
は
、
バ
ー
ゼ

ル
銀
行
監
督
委
員
会
が
所
掌
す
る
銀

行
規
制
で
採
用
さ
れ
て
い
る
健
全
性

規
制
が
活
用
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
で
求
め
ら

れ
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
︵
３

％
︶
も
し
く
は
リ
ス
ク
ウ
ェ

イ
ト
ア
セ
ッ
ト
︵
８
％
︶
の

大
き
い
ほ
う
が
引
上
げ
後
Ｂ

Ｃ
Ｒ
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

⑶
計
算
方
法

①
水
準
の
調
整

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
具
体
的
な
計
算

方
法
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

Ｇ

－
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
選
定
時
の
獲

得
ス
コ
ア
に
よ
り
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ

Ｉ
ｓ
を
三
つ
の
バ
ケ
ッ
ト

︵
グ
ル
ー
プ
︶
に
分
類
し
た

り
、
伝
統
的
保
険
業
務
よ
り

も
Ｎ
Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
に
対
し
て
高

い
賦
課
を
か
け
て
い
た
り
す

る
た
め
、
一
定
程
度
複
雑
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
個
々
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
水
準
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ

ｓ
全
体
︵
14
年
に
選
定
さ
れ
た
９
社

合
計
︶
で
み
る
と
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
規
模

は
Ｂ
Ｃ
Ｒ
︵
引
上
げ
後
︶
の
約
10
％

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ

ム
上
重
要
な
銀
行
︵G

lobal Sys-
tem

ically Im
portant B

anks

：
以

下
、﹁
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
﹂︶
が
、
そ
の

重
要
性
に
基
づ
き
五
つ
の
バ
ケ
ッ
ト

に
区
分
け
さ
れ
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
が
賦
課
さ

れ
る
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
は

Ｇ
－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
は
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の

な
か
の
最
も
低
い
バ
ケ
ッ
ト
に
相
当

す
る
シ
ス
テ
ム
上
の
重
要
性
が
あ
る

と
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
お
り
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
当
該
バ
ケ
ッ
ト
に
課

せ
ら
れ
る
Ｈ
Ｌ
Ａ
︵
銀
行
の
自
己
資

本
比
率
規
制
に
お
け
る
プ
ラ
ス
１
％

相
当
︶
と
同
様
の
水
準
と
な
る
よ
う

に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
リ
ス
ク
感
応
性
と
枠
組
み
の
複
雑

さ
の
バ
ラ
ン
ス

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
は
、
基
本
的
に
伝
統
的

保
険
業
務
か
ら
は
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・

リ
ス
ク
は
ほ
ぼ
発
生
せ
ず
、
Ｎ
Ｔ
や

Ｎ
Ｉ
が
リ
ス
ク
の
源
泉
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
も
Ｎ
Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
に

よ
り
加
重
し
て
賦
課
す
る
こ
と
で
、

よ
り
リ
ス
ク
感
応
的
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
加
重
の
程

度
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ａ
Ｉ
Ｓ
内
で
非
常
に
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
た
。
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
個
々
の

Ｎ
Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
の
水
準
は
さ
ま
ざ
ま
な

た
め
、
Ｎ
Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
に
き
わ
め
て
過

度
な
加
重
を
掛
け
た
場
合
、
Ｇ

－

Ｓ

Ｉ
Ｉ
ｓ
間
で
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
水
準
が
非
常

に
ば
ら
つ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
対

応
と
し
て
、
上
限
や
下
限
を
設
定
し

て
調
整
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
が
、

一
方
で
、
基
本
的
枠
組
み
を
あ
ま
り

に
複
雑
な
も
の
に
し
な
い
と
す
る
要

請
も
重
要
視
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
感
応
性
と
枠
組

み
の
複
雑
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

今
回
の
公
表
文
書
に
お
い
て
は
、
Ｎ

Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
に
対
し
て
は
、
伝
統
的
保

険
業
務
の
２
倍
の
資
本
賦
課
が
課
せ

ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
︵
た
だ

し
、
た
と
え
ば
銀
行
の
健
全
性
規
制

等
、
他
業
態
の
業
務
で
既
存
の
規
制

が
あ
る
場
合
に
は
当
該
枠
組
み
が
採

用
さ
れ
る
︶。

③
バ
ケ
ッ
ト

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
は
、
選
定
時
の
ス

コ
ア
に
応
じ
て
、
図
表
２
の
と
お
り

三
つ
の
バ
ケ
ッ
ト
に
分
類
さ
れ
る
。

現
状
、﹁
高
バ
ケ
ッ
ト
﹂
に
分
類
さ

れ
る
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
は
存
在
し
な
い

︵
す
な
わ
ち
、
選
定
ス
コ
ア
が
０
・

06
以
上
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
は
な
い
︶。

下
位
の
バ
ケ
ッ
ト
の
ほ
う
が
資
本

賦
課
が
低
く
な
る
た
め
、
こ
う
し
た

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
に
対
し
て
少
し

で
も
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
減

少
さ
せ
る
、
も
し
く
は
増
加
さ
せ
な
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〔図表２〕 Ｇ-SIIsのバケット分類

バケット名 対象となるG-SIIs

バケット１
（低バケット）

G-SII選定手法における全スコアが0.04（注）未満のす
べてのG-SIIs（ここでは、50の参加社がいて、全社
の平均スコアが0.02=1/50の状況を想定）

バケット２
（中バケット）

G-SII選定手法における全スコアが0.04以上、0.06未
満のすべてのG-SIIs

バケット３
（高バケット）

G-SII選定手法における全スコアが0.06以上のすべて
のG-SIIs

（注） 　G-SII選定手法の0.04の境界線は、全参加社による平均スコア（0.02）の
200％を表わしていることと等しい。同様に、0.06の境界線は、平均スコ
アの300％を表わしていることと等しい。



い
よ
う
な
動
機
付
け
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
た
め
、
前
述
の
と
お

り
、
現
状
ど
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
も
該

当
し
な
い
﹁
高
バ
ケ
ッ
ト
﹂
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
の
選
定
作
業
で
は
、

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
計
測
指

標
は
、
Ｎ
Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
の
活
動
以
外
に
、

規
模
、
国
際
活
動
、
相
互
連
関
性
等
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
一
方
、
Ｈ

Ｌ
Ａ
が
賦
課
さ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ｒ
が
対
象

と
す
る
リ
ス
ク
は
、
こ
れ
ら
の
す
べ

て
の
指
標
を
捕
捉
し
て
い
な
い
。
選

定
時
の
ス
コ
ア
に
応
じ
て
バ
ケ
ッ
ト

化
し
、
バ
ケ
ッ
ト
に
応
じ
て
Ｈ
Ｌ
Ａ

の
賦
課
の
割
合
を
変
え
る
こ
と
で
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
を
よ
り
包
括
的
な
リ
ス
ク
を

反
映
し
た
枠
組
み
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
る
。

④
掛
け
目

実
際
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
計
算
は
、
お
お

ま
か
に
、
伝
統
的
保
険
業
務
、
Ｎ
Ｔ
、

Ｎ
Ｉ
等
の
業
務
と
低
、
中
、
高
の
バ

ケ
ッ
ト
の
二
つ
の
要
素
で
で
き
る
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
の
各
項
目
に
割
り
振
ら

れ
た
掛
け
目
︵
図
表
３
︶
を
Ｂ
Ｃ
Ｒ

の
各
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
掛
け
る

作
業
と
な
る
。
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
各

項
目
の
掛
け
目
の
導
出
は
、
以
下
の

各
項
目
間
の
関
係
と
全
体
の
水
準

︵
前
述
①
の
と
お
り
Ｂ
Ｃ
Ｒ
︵
引
上

げ
後
︶
の
約
10
％
︶
を
達
成
す
る
よ

う
に
調
整
さ
れ
る
。

【
各
項
目
間
の
関
係
】

◦
Ｎ
Ｔ
は
伝
統
的
保
険
業
務
の
２
倍

の
掛
け
目
と
す
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｔ

が
保
険
会
社
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ

ス
ク
の
源
泉
で
あ
り
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
を
十

分
に
リ
ス
ク
感
応
的
に
す
る
た
め
で

あ
る
。

◦
Ｎ
Ｉ
の
う
ち
資
産
運
用
業
務
︵
注

５
︶
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｔ
と
同
様
の
掛

け
目
と
す
る
。

◦
Ｎ
Ｉ
の
う
ち
規
制
銀
行
業
務
︵
中

バ
ケ
ッ
ト
︶
は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の

最
も
低
い
バ
ケ
ッ
ト
と
同
等
と
す
る
。

す
な
わ
ち
掛
け
目
は
12
・
５
％
と
な

る
。

◦
Ｎ
Ｉ
の
う
ち
規
制
下
に
な
い
銀
行

業
務
は
、
原
則
と
し
て
、
銀
行
業
務

の
一
つ
上
位
の
バ
ケ
ッ
ト
の
掛
け
目

を
採
用
す
る
︵
例
：
中
バ
ケ
ッ
ト
の

規
制
銀
行
業
務
の
掛
け
目
＝
低
バ
ケ

ッ
ト
の
規
制
下
に
な
い
銀
行
業
務
の

掛
け
目
︶

◦
各
バ
ケ
ッ
ト
は
、
50
％
ず
つ
掛
け

目
を
増
加
さ
せ
る
︵
例
：
中
バ
ケ
ッ

ト
の
掛
け
目
＝
低
バ
ケ
ッ
ト
の
掛
け

目
×
１
・
５
︶。

　

以
上
の
関
係
を
満
た
し
、
最
終
的

に
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
全
体
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
の

水
準
が
約
10
％
の
上
乗
せ
に
な
る
よ

う
に
調
整
し
た
結
果
、
た
と
え
ば
、

低
バ
ケ
ッ
ト
の
伝
統
的
保
険
業
務
の

掛
け
目
は
６
％
と
導
出
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
公
表
文
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

Ｂ
Ｃ
Ｒ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

図
表
３
の
よ
う
な
結
果
が
得

ら
れ
た
が
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
全
体
の

水
準
と
し
て
約
10
％
を
継
続

的
に
目
指
し
て
い
く
と
す
る

と
、
今
後
Ｂ
Ｃ
Ｒ
の
構
成
比

︵
伝
統
的
保
険
業
務
、
Ｎ
Ｔ
、

Ｎ
Ｉ
等
︶
が
変
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
掛
け
目
の
再
調

整
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
の
適
用
開

始
で
あ
る
19
年
ま
で
に
デ
ー

タ
分
析
を
慎
重
に
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

⑷
Ｈ
Ｌ
Ａ
適
格
資
本

Ｈ
Ｌ
Ａ
で
所
要
資
本
を
満

た
す
た
め
に
準
備
す
べ
き
適

格
資
本
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
の
適

格
資
本
要
件
が
適
用
さ
れ
、

そ
の
な
か
で
Ｈ
Ｌ
Ａ
は
最
も

質
の
高
い
資
本
︵the high-

est quality capital

︶
で
満

た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
資
本
要
件
は
お
お
む
ね
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
①
金
融
商
品
に
関

し
て
は
、
た
と
え
ば
、
破
綻
時
に
保

険
契
約
者
の
権
利
に
劣
後
す
る
、
永

続
的
な
金
融
商
品
で
あ
る
︵
満
期
が

な
い
︶、
配
当
や
利
払
い
が
累
積
し
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〔図表３〕 ＨＬＡの掛け目のマトリックス

ＢＣＲ所要資本エクスポージャー
ＨＬＡ掛け目

低バケット 中バケット 高バケット

伝統的生命保険

６％ ９％ 13.5％伝統的損害保険

資産

非伝統的保険（ＮＴ）

12％ 18％ 27％非保険（ＮＩ）－資産運用業務

非保険（ＮＩ）－その他

非保険（ＮＩ）－規制銀行業務 8.5％ 12.5％ 18.75％

非保険（ＮＩ）－非規制銀行業務 12.5％ 18.75％ 25％



な
い
、
少
な
く
と
も
５
年
は
償
還
が

な
く
、
そ
れ
以
後
も
任
意
で
あ
る
等

の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
②

そ
の
他
の
資
本
項
目
と
し
て
は
、
内

部
留
保
、
そ
の
他
包
括
利
益
、
Ｍ
Ｏ

Ｃ
Ｅ︵M

argin O
ver C

urrent E
s-

tim
ate

：
保
険
負
債
に
関
し
て
各

国
基
準
と
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
が
求
め
る
現
在

推
計
と
の
差
額
の
こ
と
︶、
各
国
基

準
で
資
本
と
さ
れ
た
準
備
金
等
が
あ

る
。現

状
の
枠
組
み
で
は 

要
求
水
準
を
十
分
に
満
た
す

公
表
文
で
は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
全

体
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
と
し
て
、

適
格
資
本
÷（
Ｂ
Ｃ
Ｒ（
引
上
げ
後
）

＋
Ｈ
Ｌ
Ａ
所
要
資
本
）

が
約
２
６
０
％
と
な
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現

状
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
Ｇ

－

Ｓ

Ｉ
Ｉ
ｓ
は
少
な
く
と
も
全
体
と
し
て

は
、
余
裕
を
も
っ
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
要
求

水
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
Ｉ
Ａ

Ｉ
Ｓ
で
は
近
年
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
の

選
定
と
そ
れ
に
対
す
る
政
策
措
置
の

策
定
に
多
大
な
リ
ソ
ー
ス
を
割
い
て

き
た
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
今
回

い
っ
た
ん
は
枠
組
み
が
公
表
さ
れ
た

も
の
の
、
当
該
公
表
文
の
前
文
に
お

い
て
、
現
状
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
は
﹁
第
１

版
﹂︵the first version

︶
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し

た
と
お
り
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
は
選

定
ス
コ
ア
︵
ひ
い
て
は
選
定
手
法
︶、

Ｎ
Ｔ
や
Ｎ
Ｉ
の
定
義
・
内
容
か
ら
大

き
な
影
響
を
受
け
る
。
こ
う
し
た
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
選
定
手
法
や
Ｎ
Ｔ
や
Ｎ

Ｉ
の
定
義
に
関
し
て
は
、
昨
年
11
月

25
日
に
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
が
見
直
し
も
視

野
に
入
れ
て
別
途
市
中
協
議
を
開
始

し
た
。

今
後
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
に
関
す
る
デ
ー
タ

は
適
用
開
始
の
19
年
ま
で
毎
年
収
集

さ
れ
る
。
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
や
、

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
選
定
手
法
、
Ｎ
Ｔ
や

Ｎ
Ｉ
の
定
義
の
見
直
し
の
検
討
状
況

を
加
味
し
て
、
よ
り
適
切
で
安
定
的

な
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
枠
組
み
と
な
る
よ
う
議

論
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

︵
注
︶ １　

http://iaisw
eb.org/index.

c
fm

?
e

v
e

n
t=

o
p

e
n

F
ile

＆

nodeId=
57136     

２　

15
年
11
月
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
お
よ
び

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
は
本
年
度
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ

Ｉ
ｓ
と
し
て
以
下
の
保
険
会
社
を

認
定
し
た
。A

egon N
.V.

・ A
lli-

anz S
E

・A
m

erican Interna-
tional G

roup, Inc.

・A
viva plc

・ 
A

xa S.A
.

・ M
etL

ife, Inc.

・ P
ing 

A
n Insurance (G

roup) C
om

pa-
ny of C

hina, L
td.

・ P
rudential 

F
inancial, Inc.

・ P
rudential plc 

︵
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
︶。
選
定

は
13
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
、
13

年
、
14
年
も
９
社
が
選
ば
れ
て
い

る
︵
顔
ぶ
れ
は
15
年
と
一
部
異
な

る
︶。

３　

http://iaisw
eb.org/index.

c
fm

?
e

v
e

n
t=

o
p

e
n

F
ile

＆

nodeId=
34623

４　

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
に
対
す
る
、

よ
り
高
い
損
失
吸
収
力
の
要
件
の

基
礎
と
し
て
、
非
保
険
子
会
社
を

含
め
た
、
保
険
グ
ル
ー
プ
の
活
動

す
べ
て
を
対
象
と
す
る
簡
易
な
資

本
要
件
と
し
て
14
年
に
最
終
化
さ

れ
た
。
原
則
と
し
て
、
資
産
と
負

債
を
時
価
評
価
し
、
所
要
資
本
は
、

資
産
・
負
債
か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク

を
４
分
野
︵
伝
統
的
生
保
、
伝
統

的
損
保
、
資
産
、
非
伝
統
的
保

険
︶
と
15
の
区
分
︵
た
と
え
ば
、

伝
統
的
生
保
に
は
保
障
、
有
配
当
、

年
金
、
そ
の
他
の
四
つ
の
区
分
が

あ
る
︶
に
分
類
し
、
各
々
の
リ
ス

ク
係
数
︵
た
と
え
ば
伝
統
的
生
保

の
保
障
の
区
分
は
、
保
障
額
の
０

・
０
５
６
％
︶
を
乗
じ
て
計
算
し

た
も
の
に
、
非
保
険
リ
ス
ク
を
合

計
し
て
算
出
さ
れ
る
。

５　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
や
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
な
ど

で
は
、
非
銀
行
・
非
保
険
の
シ
ス

テ
ム
上
重
要
な
会
社
に
対
す
る
政

策
枠
組
み
を
現
在
開
発
中
で
あ
る

た
め
、
そ
の
成
果
が
出
る
ま
で
は
、

Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｒ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
に
基
づ
い
た
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
賦
課

を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

わ
だ　

よ
し
た
か

京
都
大
学
法
学
部
卒
、
02
年
金
融
庁

入
庁
。
ア
メ
リ
カ
留
学
後
︵
ノ
ー
ス

ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
︶、

監
督
局
保
険
課
、
同
銀
行
第
一
課
、

検
査
局
審
査
課
で
課
長
補
佐
を
歴
任
。

15
年
７
月
か
ら
現
職
。
11
年
か
ら
13

年
ま
で
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
事
務
局
員
。

う
ら
さ
わ　

と
し
お

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
修
了
。
あ
ら
た
監
査
法
人
︵
現
Ｐ

ｗ
Ｃ
あ
ら
た
監
査
法
人
︶
で
保
険
・

共
済
に
対
す
る
監
査
業
務
等
に
従
事

し
た
後
、
14
年
7
月
金
融
庁
に
入
庁

し
、
現
職
。
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